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研究成果の概要（和文）：他者から提示される情報を子どもはどう自身の中に取り入れていくのか、その発達と
関連要因に関する研究成果を公表した。その結果、幼児は、置かれた状況の中で必要とされる側面を持っている
人物を選択し、状況に応じて信頼判断の基準を切り替えることができたことを明らかにした。幼少期に受ける養
育スタイルは他者からの情報に対する批判的思考態度の発達と関連しており、optimal parentingにおいて批判
的思考態度が高いことを示した。他者の行為を観察するときはその意図性について考えており、一連の行為の中
に他者の意図が読み取りにくい行為が含まれるとき、幼児は儀式的な行為の一つとして模倣した。

研究成果の概要（英文）：We published a series of research results on the development and related 
factors of how children internalize information presented by others. The results revealed that young
 children were able to select a person who had the aspects they needed in the situation and were 
able to switch their criteria for trustworthiness depending on the situation. The parenting style 
received in early childhood is related to the development of critical thinking dispositions towards 
information from others, and it was shown that critical thinking dispositions are high in optimal 
parenting. When observing the actions of others, they consider their intentionality, and when a 
series of actions includes actions in which it is difficult to discern the intentions of others, 
young children imitate them as part of a ritual action.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して、他者が提示する情報に対する幼児の受け取り方や他者の行動を模倣学習する基準について発達
的観点から明らかにしたと同時に、幼少期の養育スタイルの影響について特定できたことに学術的意義がある。
これらの知見は、幼児期における他者とのコミュニケーションのひな型を示すものであり、自閉症スペクトラム
障害を含めた社会的認知発達の個人差の理解ならびに発達支援に関する検討を進めていく上で有用であることに
社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
私たちが他者を理解できるのは、他者を自分に似ている存在として暗黙裡に認識しているか

らかもしれない（Cooley, 1998; Mead, 1967）。古典的な発達理論では、発達早期は自己と他者の
間の類似性に気づいていないとされていた（Freud, 1911; Mahler, Pine, & Bergman,1975; 
Piaget, 1952）。しかし、近年の発達研究の急速な進展により、他者を自己との類似性からみる
捉え方はヒト固有の生物学的適応の結果であり（Tomasello & Call, 1997）、生まれたときから
原初的に理解している（Decety & Chaminade, 2003）と仮定されるようになった。発達初期に
おける自他の類似性理解がその後の社会的認知の発達を支えることは研究者間で一定のコンセ
ンサスが得られている。 
しかし、乳幼児期における自他の類似性理解のあり方や社会的認知発達とのつながりについ

て、実証に乏しいことが問題とされてきた。乳幼児が示す同月齢児（Sanefuji, et al., 2006）や
自己と同じ移動形態を表すバイオロジカルモーション（Sanefuji, et al., 2008）への選好、模倣
への選好（Gergely, 2001）、自他理解とミラーニューロンとの関連（Gallese, 2005）に関する知
見も併せれば、発達初期に自他の類似性を見出している証は得られてきていると考えられる。一
方、自他の類似性理解とその後の社会的認知発達との関連に関する実証研究は見当たらない。自
閉症スペクトラム障害（以降、ASD）児に対する自他の類似性理解をベースとした社会的認知発
達領域における介入効果（Sanefuji, et al., 2009; Sanefuji & Ohgami, 2013）を通して、後続す
る社会的認知発達への影響も認められる。しかし、検証は ASD 児における限定的な発達指標に
おける数ヶ月間の発達的変化に留まっているため、定型発達における自他の類似性理解と社会
的認知発達との関連性は不明である。更に、長期的に発達を俯瞰する場合、社会的認知発達のど
の側面に自他の類似性理解が影響を及ぼしていくのか、未だ解明されていない。特に、自分とは
異なる他者の心的状態の理解を問う「心の理論」の起源について、仮説の一つには自己の心的状
態を他者に投影することで理解するシミュレーション説があり（Apperly, 2008）、自他の類似性
理解が他者の心の理解と関連する可能性が想定される。 
自他の類似性理解と「心の理論」を含めた社会的認知発達の関連の実証的解明は、他者の心の

理解へ至る道筋の特定につながっていくものと期待される。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、主に９歳までの社会的認知発達について複数の指標から捉える。研究参加者の中
には、本研究期間より前から継続して研究に協力して下さっている参加者も多い。そのため、そ
のようなケースにおいては、保護者の同意のもとで本研究期間以前に収集したデータも利用し、
発達初期における自他の類似性理解がどのように影響して「心の理論」を含めた社会的認知の発
達へつながるのかを縦断的に検討する。また、関連が示唆される他領域（認知や学力、生活リズ
ム（睡眠の特性）、発達環境等）の発達についてもデータを収集し、相互にいかに関連しながら
社会的認知が発達するのか、そのプロセスを包括的に解明する。更に、ASD 発達や臨床的問題
の発生も視野に入れ、自他の類似性理解が現実としてどのような発達的帰結に結びつくのかを
明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 対象児を対象に、語彙や ASD 症状に関する発達検査や社会的認知の諸現象に関連した行動実
験・言語による課題をおこなう。また、保護者を対象に、適応状態に関するインタビュー、睡眠
の特性や日常生活に関する質問紙をおこなう。保護者の同意のもと、対象児の担任（保育士・幼
稚園教諭・小学校教員）を対象に、学力、対人トラブル、適応状態、教育・支援環境に関する質
問紙をおこなう。 
 
 
４．研究成果 
 
縦断データについては引き続き分析を継続しているが、社会的認知発達領域においては複数

の知見をすでに公表してきた。本研究期間中に公表した研究成果は下記のとおりである。 
まず、コミュニケーションや学習などの場面において、他者からの情報をどのように受け取る

のかに焦点を当てて、その発達と関連要因に関する検討をおこなった。 
■他者からの情報の選択的信頼について 
これまでの研究では、子ども達は信頼できる他者を情報提供者として選ぶことが示されてい



る。しかし、子ども達が他者の不正確さの理由を考慮するかどうかは不明であった。本研究では、
2名の不正確な情報提供者を提示した。具体的には、ある情報提供者は目隠しをしていたため不
正確だったが、もう 1名の情報提供者は明らかな理由もなく不正確であった。子ども達の選択的
信頼について検討したところ、子ども達はどちらの情報提供者にも選好を示さなかったことが
明らかになった。また、他者が不正確な情報を提示する場合、６歳までの間にその人がなぜ不正
確であるか（例えば、何らかの理由で正確な情報を得られていないのか、それとも、明らかな理
由もなく単に不正確なのか等）を考える認知能力は発達すること、しかし、不正確な回答を他者
がおこなっている理由の理解に基づいてどのように情報を受け取るかを考慮しているわけでは
なく、正確さの程度によって他者からの情報を信頼するかどうかが決まることを明らかにした。
この発見は、子ども達は誰を信頼するかを選択する際に、情報提供者がなぜ不正確であるかを考
慮していないという主張を裏付けている。 
さらに、子ども達は他者の知識と親切さを信頼判断の基準として用いることが明らかになっ

ているが、多様な状況の中でこの基準を使い分けているのかはまだ明らかになっていなかった。
そこで、本研究では子ども達が状況に応じて信頼の基準を変更しているのかどうかを調査した。
具体的には、知識はあるが親切ではない人物と親切だが知識のない人物を提示し、知識が必要と
なる状況と親切さが必要となる状況での信頼判断を調査した。加えて、選好が信頼に与える影響
を検討するために、子ども達の各登場人物に対する選好も調査した。その結果、置かれた状況の
中で必要とされる側面を持っている人物を選択し、状況に応じて信頼判断の基準を切り替える
ことができた。さらに、知識が必要となる状況での子ども達の選択はチャンスレベルであるが、
親切さが必要となる状況では有意に親切な人物を選択した。子ども達は有意に多く親切な人物
を選好したが、選好した人物によって質問への回答の傾向は変化しなかった。以上の結果より、
子ども達は状況によって信頼の判断基準を変更しているが、親切さには幼い時期から敏感であ
ること、選好判断においては親切さが優先されるが、この選好は子ども達の信頼判断に影響を与
えないことが明らかになった。 
 

■他者からの情報に対する批判的思考態度について 
批判的思考は、学校教育に関連してよく議論されてきた。しかし、これまでの研究を考慮する

と、家庭環境も自尊心への影響を通じて批判的思考態度に影響を与えると言えるかもしれない。
例えば、先行研究において、ブルジョア階級や上流階級の家庭の生徒は、下層階級の家庭の生徒
に比べて批判的思考に優れていることが示されている。養育者の習慣や行動が批判的思考態度
にどのように影響するかに焦点を当てた研究はほとんどないため、養育者の要因の影響は不明
のままである。批判的思考態度が養育者の要因によってどのように影響を受けるかを明らかに
することが求められている。 
また、自尊心について、考え方や学力等の個人の生活のあらゆる側面に影響を与える。批判的

思考態度は性格や考え方と関連する領域であるため、自尊心が影響力のある要素であると想定
されうる。しかし、これまでのところ、自尊心と批判的思考態度との関係を調査した研究は見当
たらない。 
そこで、児童期までの家庭環境が批判的思考態度に及ぼす影響を明らかにするために、質問紙

を用いて、批判的思考態度、自尊心、および児童期までに受けてきた（と子ども自身が考える）
養育者の養育スタイルとの関連性を調べた。その結果、他者からの情報に関する批判的思考態度
の関連要因として幼少期に受ける養育スタイルがあることが明らかとなり、具体的には、Optimal 
parenting(高いケアと低いコントロール)の養育を受ける場合は、Affectionless control(低い
ケアと高いコントロール)の養育を受けた場合より批判的思考態度が高いことを示した。さらに、
肯定的な自尊心は、養育者の養育から批判的思考態度へのプロセスにおける仲介因子であった
ことも明らかにした。これらの知見は、家庭での養育から批判的思考態度への経路に関する最初
の証拠を提供したと言える。 
  
また、他者とのやり取りにおける他者の心（意図など）の読み取りについて焦点を当て、検討

をおこなった。 
■他者とのやり取りにおける意図性の読み取りについて 
私たちは幼少期から他者とのやり取りの中で様々な行動を模倣するが、成人になっても起き

やすい模倣の対象の一つに儀式的行為がある。儀式的行為の中にはどのような意味・意図を持っ
て当該行為がなされるのか、その背景が分かりにくい行為も含まれることから、goal demotion
との関連について指摘されてきた。Goal demotion とは、当該行為を行為者がなぜおこなったの
か、その理由や動機が理解・推測できないことを指す。今回、goal demotion を引き出す要因と
して、実際的には最終ゴールとは無関連である行為の提示順番を操作した。例えば、行為の最終
ゴール前におこなわれる行為はゴールと何らかの関連がある可能性を想定することができるが、
最終ゴールの後におこなわれる行為はゴール自体がすでに達成されているため、ゴールとの関
連を推測することができない。このため、最終ゴールが達成された後に行為が提示される場合は
行為者がなぜそれをしたのかについて推測できず、その行為をすること自体を目的の一つ（儀式
的行為の一つ）として考え、模倣する可能性がある。 
そこで、子ども達を２群に分け、最終ゴールとは無関連な行為をゴールの前 (before 条件)か

ゴールの後(after 条件)に提示したところ、ゴールの前よりゴールの後に無関連な行為が提示さ



れた場合により多くの模倣が観察された。この結果から、一連の行為の中に他者の意図が読み取
りにくい行為が含まれるとき、幼児は儀式的な行為の一つとして模倣した可能性について明ら
かにした。これらの知見は論文で公表した。 
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